
因美線ワーキングチームの活動状況

因美線WT
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津山市・岡山県・ＪＲ西日本岡山支社
（オブザーバー）美作県民局

令和８年３月２６日
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○開催状況

令和５年度 第１～３回
令和６年度 第４～５回

第６回WT：令和７年６月５日（木）
第７回WT：令和７年８月５日（火）
第８回WT：令和８年１月29日（木）

 【第８回協議内容】
・令和７年度に実施した取組について共有
・令和８年度実施事業の検討

因美線ＷＴの活動状況

○構成メンバー

津山市、岡山県、ＪＲ西日本岡山支社
（オブザーバー）美作県民局
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

１ 概要

ＪＲ因美線の利用促進を図るため、観光分野に焦点を当て、地域によって異なる四季

折々の自然、文化、食等の観光資源を活用し、沿線自治体の魅力を体験・体感するツ

アーを実施した。（鳥取市及び智頭町発着のツアーは智頭町が実施）

令和７年度 全３回実施

【Aコース】山里料理みたき園・
国重要文化財石谷家住宅

・11/24（月） 計25名
・11/30（日） 計10名

【Bコース】鳥取砂丘特選カニ料理・
智頭宿散策

・2/22（日） 計37名

※両ツアーともに募集開始日当日に満席
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

２ 各コースの様子
【Aコース】山里料理みたき園・国重要文化財石谷家住宅

参加者の声

・車とは違う景色に感動しました。車と違ってみんなで楽しめるのが良かったです。

・久しぶりに地元のJRローカル線に乗って、車では味わえない想いを感じました。

列車内の様子

恋山形駅 石谷家住宅
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

２ 各コースの様子
【Bコース】鳥取砂丘特選カニ料理・智頭宿散策

参加者の声

・このような企画があってこそ、列車に乗りスローライフを楽しめました。

・列車の旅が初めてでしたが、とても良かったです。いつも車での移動なので、ゆっくり景色

を眺め楽しい一日でした。

わらべ館 かろいち
（賀露港）

昼食の様子
（カニ料理）
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

３ 参加者アンケート結果

（１）参加者情報

【居住地】津山市在住者が全体の８割弱を占めた。

【年代】60歳代以上が全体の９割程度であり、最年少は30歳代であった。

【性別】女性の割合が高く、配偶者、友人と参加する傾向が高かった。

1%

11%
6%

78%

3% 1%

居住地

岡山市

鏡野町

勝央町

津山市

奈義町

未回答

34%

66%

性別

男性

女性

0% 4%1%

6%

37%52%

年代

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

３ 参加者アンケート結果

（２）周知方法

応募多数のため申込開始１日で満席となった。

津山圏域への新聞折込が効果的であり、全体の

９割を占めた。

（３）ツアー満足度

ツアーの内容、参加料金について、ほぼ100％の方

が満足、どちらかといえば満足と回答した。

開催時期や時間帯については、春に開催してほし

い、集合時間が早い（遅い）等の声があったが、総

合的に満足度の高い結果となった。

90%

10%

ツアーを知ったきっかけ

チラシ;新聞

知人の紹介

90%

9%

1% 0%

総合的な満足度

満足

どちらかといえば満足

どちらかといえば不満足

不満足
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

３ 参加者アンケート結果

（４）継続参加状況

令和６年度に智頭町が実施した同様のツアー（津山発

着）について、継続参加者は全体の約５％にとどまった。

一方で、多くが新規参加者であったことから、津山発着ツ

アーの潜在的なニーズの高さを確認することができた。

（５）普段の因美線利用状況

参加者の約85％が普段因美線を利用していないと回答

した。また、利用する方も年数回程度（６％）であった。

参加者には、30年ぶりに因美線に乗った、初めて乗った

等の声もあった。

4%

96%

R.6智頭町実施分の参加状況

参加した

参加していない

84%

0%0%

3%

6% 7%

0%

普段の利用状況

利用していない

ほぼ毎日

週1～3回

月1～3日

年数回程度

未回答

その他
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ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアー

３ 参加者アンケート結果

（６）期待する利用促進策（複数回答可）

イベント列車の企画が最も多く、回答者のほぼすべての方が選択しており、鉄道そのものを楽

しめる特別感や非日常性への期待が高いことがうかがえる結果となった。

2

6

29

23

57

21

0 10 20 30 40 50 60

その他

未回答

沿線自治体の連携

他の交通機関とのアクセス改善

イベント列車の企画

通勤・通学手段としての役割

一方、「ＪＲから先の交

通アクセスが不便ではない

か。ＪＲと他の交通機関を

組み合わせた企画があった

らいいと思う。」といった声も

あった。
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ＪＲ因美線モデルコース作成

概要

JR因美線の利用促進を図るため、日常利用と観光利用の双方の観点から、鉄道（JR因

美線）と二次交通（バス、デマンド交通等）を組み合わせたモデルコースを作成した。

令和８年度は、モデルコースを活用した具体的な取組を検討する。

日常利用（一例） 観光利用（一例）



令和８年度の取組方針
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１ ＪＲ因美線利用促進魅力発見ツアーの継続実施

〇今年度実施したツアーに因美線鉄道遺産マップの要素を取り入れる。

２ ＪＲ因美線モデルコースを基にした乗車体験会等の検討・実施

〇モデルコースを活用した、乗車体験会を実施する。

３ ＪＲ因美線フォトコンテストの検討・実施

〇ツアー参加者の年齢層に偏りが見られた結果を踏まえ、幅広い年代への魅力
発信を目的に、フォトコンテストを開催する。

  〇ＳＮＳでの情報発信を応募条件とし、因美線の魅力をＰＲする。
（インスタグラムでの応募等）

４ 観光列車「SAKU美SAKU楽」の因美線乗り入れ検討

〇観光列車「SAKU美SAKU楽」の、桜や紅葉、鉄道遺産が多数存在する因
美線への乗り入れを検討する。



その他の取組（令和７年度）

○津山市
■ＡＩデマンド交通高齢者等ＪＲ利用促進事業
ＡＩデマンド交通「のるイコつやま」を利用して、因美線・姫新線に乗車した際の運賃の全額を補助

■公共交通利用促進スタンプラリー事業
津山圏域公共交通連絡協議会（構成自治体：

津山市、鏡野町、勝央町、奈義町、久米南町、
美咲町）において、津山圏域内の公共交通（JR、
バス）の利用促進を目的に、公共交通を利用して
行くことのできる駅・観光名所・文化施設等を周遊
するデジタルスタンプラリーを実施
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